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癖 辞

木 材 繊 維 板

その性質と試取､特にその疲労強度について
/

F.KOLLMANN および A.1]OSOUDIL

原 著

杉 尿 彦十 ･後 藤 輝 男 ･福山寓次郎

､ 共 研

詳 者 の 言 葉

本書は

VDLForschtlngSheEt426 一声ep/Okt 1949

･HokfaSerphtted

JhreEigenSChaftenund●RrGfung,nitbe80ndererBeriickSichtigungder

DauerfeStigkeit

▼On

,F.Ko)Jmann,Reinbekbe主Hamburg
und ●

A.'DosouJiI,MGnchen

の全訳である:

原論文はA4判で32貢,円転図表49,数表5を含んでいる.

前半の15頁は繊維板の総論,,其の性質と試験について述べたものであり, 下イツに

於ける轍準板に関する研究と実際との状況を窺 うに足る好賓料であると信ずる.

後車15頁は硬質繊練板の疲労強度試験に関するもので種々め疲労試験磯の鋭明,

使用方法,検討,実験方法並びに実験結果の考察とを行ったものである.繊維板の

疲労試験と言うめづらしい研兎は少し発走 りの感じがないではなvlが,繊維板も硬

質,麗辞質と進んで来ると諸強度は酎 ヒ木屯も近 く卑って来るので参るから,今後

の進歩改良にあたっては当然その疲労強度と言うことは考慮せ られなけれはならな

い･やゝ iる意味に於て本論文はその兜駆をなし其の指針を与えるものとしで高く評

11



MmH- ‖･=木 材 研 究 資 料 ･"""" " ･"M･日日 M M T" I"･" "･L… =1･M H M - = 一日 日日H H m " I.日 日 - 日 日- - H m M ""M･f･"･tM

､ 価 さ れ てよV,と思 う.

前 文 は不馴れの為生硬の所 多 く 亦 意 味 の よ く と れ な い 所 も あ っ て 到 底 完 全 と -vi 舌

え な い が出来るだけ努力した 積 り で あ る . 特 に 術 語 に つ い て は 適 訳 を 見 付 け る こ と

が む つ か しかったので,勝 手 に 我 や で つ け た も ･の が 多 い ･ . こ れ 等 に は 原 語 を 附 記 し

て 置 い た .･

終 り に ,我々に翻訳の承諾 を 快 よ く 与 え ら れ た 原 著 者 F . k o llm a n n 廃 土 及 び 出

版 社 ゼ 参 も VDl当局,亦 本 訳 文 の 出 版 許 可 を 与 え ら れ 転 G . H . Q . の C . I. E . 当

局 に 対 し て厚 く感謝の意を零 し た ∨ ､･

錦 , G .班.Q,C.I.E の許 可 番 号 は 0 7 3 . 0 7･4 41■で あ る .
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内 容 日 次

一幕†部 繊維板経論 1/
10繊維板の構造 (組織)と外嶺

11木繊維板の分幣

12 製造

.1岳o 原料

120,0 元材

120,1 結合剤及び其の他の添加物

.121 製作 .

121,0 繊維の解離

121,00 す りつぶし法

121,01 義解盛

121,02 マソナイート法B

'1,21,03 ピッファ法

121,04 粉砕法 1

121,05 煮沸法

121;1 ●板成型

121,10 7ィプロプラスト法

-121,11 鋳込法

121,12 ` ファル-法

121,2 乾燥,圧締,乾枯

.夢2部 一木繊維板の性質とその読輸

20概観

21廟理的性質

210 容積重,面積重,厚み公差

211 含水率及び平衡含水率
･ヽヽ
212 -吸湿及び吸水
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213 膨潤

214･保温性

215 音響性

22 弾性

220 弾̀性係数

221 圧̀縮性

23 強度性質

230 .圧縮強度

231 引張強度 ･

写321曲げ強酸

233 換 り及び勢断強度 'i
′

234.硬度 . {

235 衝撃破壊仕事

24 動 ･植物害に対する抵抗性
＼

25 耐火性

第3部 硬質木繊維埠の疲労試魚

30 概説･

31 疲労試験磯

310.概説

311 本実験に用いた琴労試験機械

31▲1,0 Schenck型,平板曲げ携 り試験機

311,1 Schenck,Erlinger型繰返変動曲げ試験機 1

311,2 DVL塑単純曲げ疲労試験機

311,3 Schenck,Erlinger型引張一圧縮一衝撃試験機

32 試験材料及び試験保件

320 供試材料の種類及び其の性質

321 L実験煉件の夢響 1
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321,0 試験片の採取場朗の影響

3芦1,1 力の加わる面による影響

321,2 荷重時間の影響

321,3 含水率の影響､

33疲労試験及び其の結果

330 試験円容

331 試験片の液状

332 繰返変動曲げ試験

332,0 荷重の与え方

声32,1 曲げモ-メソトの変化過程

332,等 W6hler線の作 り方

333 引張疲労試験

333,0 正引張変動試験

333,1 初期応力の高い引張試験

-334 減衰

335 破壊の形成と判定

335;0'曲げ破壊

335,1 引裂き破襲

･茅4部 海 論

葬5部 文 献

50第1部の文献

51第2部の文献 ′

52第3部の文献
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第 1部 繊 維 根 絶 論 〔文献5〕

10 繊維板の構造組織及び外軌

繊維板は木質化した植物繊維及び繊維束から作られる･･その繊維及び繊堆革は主

として木材から得られるのであるが,麦藁 (Stroh),砂糖黍 (Zuckerrohr),亜l
節 (Lein･undFlachsabfallen)等からも得ら-れる.

繊維板は繊維浮遊 (W如S_erigenFaseraufschwemmung)の状態から作られ,

その際,繊維それ日身のもつれ並びに自然約 ･人工的な糊着 (Verklebting)によ

って繊確は互に練合せられる. (第1図一東尾)

水分は軟質 (Dammplatten)及び軽繊維板 (Leichtpl叫 en)･の場合には乾燥

によって,硬質繊維板 (Hartplatten)の場合には圧締加熱によって除去せられる･

而して製造する一際の圧締力が大きくなる笹従vT,組織は密となる.その結果,板の

性質が変化し,殊に容積重(鑑1)が著るしく増加する.

I(証 1);容嘩軍 (Rohwichte或は R_aumwichte)-多孔性物体の単位容積当りの富量

虞比重 (Reinwichte)-無乳性物体の単位体積当りの重量 ▲

その為允や此れを繊維板分幣の基準と◆した.更に7分類の基準として結合剤含有量

を採用した.侍大抵の繊維板は性質を改良するためにその他の物質 (例えはパラフ

ィン等)を結合剤に曜入する.

圃終板の種々なる大きさの孔隙 (Poren)は板面に平行で各方向に横たはってい

る繊維間に主として存在し,そして相互に通ずると共広表面とも通じている.此の

孔除の状態は解離方法 (Aufschluβverfahren),叩解慶 (Mahlgrad)▲(繊維及び

繊維束の大きさ),圧締カ;結合剤及び其の他の添加物含有量等YZ=よって興る.(第
( /
.2図一末犀)■
∫

大抵の硬質木繊維板の表面は,その製造法の結果,一面は平滑,他面は綱目.の跡

がついている.軟質繊維板及び樹脂分の多い木繊維降着板 (Holzfaser･Leimpl_at-

ten)は (ll.参照)(痕跡がなくなる迄磨かれない限 り)普通両面に多少明らかな

綱 甲の跡が認められる･繊維板の色は嚢造方法及び虎材料により異るI (白色,漢

黄色,灰色～暗褐色,及び種々たる色調の曙灰褐色)･
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11本 繊 維 板 の 分 類 〔文献8〕

木繊維板は例えば,DIN4076によれば次の如く分類されている.

(1) 木癌維軟質板 (Holzfaser-D五mmplatten)

結合剤含有量12%迄 (乾燥重量比対して)

(a) 多孔質不敏準軟質板 (HochDOr6seHolzfaser･Dammplatten)

(容積重 230kg/ma迄)I
(b) 孔質木繊維軟質板 (Por6S占HolzfAser-D孟mmplatten)

(容積重 230-400kg/rA3迄)

(2)木繊維硬質板 (Holzfaser-Hartplatten)▲I

結合剤含有量12%迄 (乾燥重量に対し,{)

(a)･半家質木繊維板 (Ⅰ軸1bharteHolzfa岳erplatten)

(容頭重 650-850kg/rri3).,

(b) 硬質木繊維板 (Harte由olzfaserptten).

(容積重 850kg/rh3以上)

(C) 特別な硬化表面を有する超硬質木繊維板(ExtrahatteHolzfas声rplatten)

(容積重 900kg/m3以上)
(証2)

(3)木繊維厚着板 (Holzfaser-Leimplatten)

結合剤含有量12%以上 (乾燥重量に対して)

(a) 軽降着板 (Leichtp.latten)

(容積重 400kg/m8迄)･

(b).#硬質木繊維防薄板 (HalbharteHolzfase工Leim.platten)

l (容積重 400-800kg/m3)

(C) 硬質木繊維降着板 (Hartè耳olzfaser-Leimplatten)

(容稜重 800-1000kg/m3)

(d) 超硬質木繊維降着板 (Extraharte‡iolzfaser-Leimplatten)

(容積重 lbookg/m3以上)

く註2)木繊維謬看板と言 う概念は明瞭に説明する番は不可能で,他の紙稚坂との区別は明ら

かでない･結合剤含有量120/o以上を含有す畠板は殆んど作られIiいので,1949年8月

1日制定の D王N52350の新しい草案に於いて結合剤含有量による分類は除外された.

1̀7
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此の案に依れば,木繊惟坂は爾後, 多孔質 (hochpor63e) (容積東 180kg/ma迄),

孔質 (por6se) (容積霊 180-400kg/m3),･牛硬質 (halbhart)(容済ま 400-850kg

/mS)硬質 (harte)(容積重 850kg/m3以上),及び特殊硬質 (besondersgeh墾tete)′

(容積富 850kg/m3以上)の分類に整理されている.

12琴 造 ⊂文献 3･4･7･10･11･12〕

120原 料 (Rohstoffe)

120,0 木 材 (Hoiz)

繊維板工業発展の初期に於ては専ら繊維土業 (Zellstoffidustrile) に於いて用

いられてVlる様なJlルプ用材 (Faserho12;L) を使用したが精々後になって,特に

スエ-デンに於け一る繊維工業に用いられている様な製材工場の木片も･使用する様に

なった. しかしパルプ用材の欠乏が深まるにつれて,嘘椎が充分含有され且損傷を

受けていない限 り廃材や木屑等も用いられる様になった. しかし切断された繊維或

は非常に短い繊維 (例えば数種の商業樹の)は繊維板工業に於いて∴椴に作業能率

の減少,収量の不良化,品質の低下等を密すので此等は極.(一面でしか用いられな

かったが其の後の発達の結果,損傷された繊確を有する木屑 (例えば鈎層や鋸居

Hobel･undSagespiine)はあ舵機 (Holliinder)の叩解磯で糊着力のある粘液剤

(schleimstoffe)とな り,､特別な繊維板叉は飽層板 (Holzspanplatten)(例え

ば Mahlholz)に於ける添加剤或は結合剤 (Zuschlag･oderBindemittel)とし

て摘いられる様になった･結合剤に関しては後転のべるであろう･

原木の種類及び処理方法により性質の異なる種々の型の繊維板が作られる. その

発達の大綱抹次の様な順序に依 り明希される･即 ち木繊維軟 質枚 .(Holzfaser-l

D克mmplatten)-積替厚紙板 (Mehrschichtpappeplatten)一束硬練硬質板

(Hot.zfaser･Hattplaten)超硬質木繊練板 (ExtraharteHolzfaserplatten)-

飽層板 (Holzspanplatten)結合剤含有量の多い木繊堆及び飽層板-Mahlholz.

弼乙ではその年代的な発達を考慮して規格 DIN4076によって分類表を作った.

その分滞基準の数値は 11にあげた如きものである.残念な事には繊維板二葉の重

要な分野に於ける国際的に共通な術語については未だ論じ得ない状態で率る･ それ

故,国際的に規格を統一すかこは究ず必須的な概念･p規峯をする事が必要であり,
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我々の此の研究もそ町に寄与せんとする目白勺を有するものである･然し此の問題の

解決にあたっては次の如き困難な点を軽視する事が田来ない∴即ち繊維板の個々の

種類についてはその限界を明瞭1.7:定める事は出来なくて多くの鹿渡的な形態 (例え

ば木繊維板と飽層板との間)があり,一定の結合剤含有量による分類は唯,便宜的

なものにすぎず,之れに対してはむしろ多くの相対立する見解が生ずる.結局繊維

板は木材及び木片のサならず, あらゆる他の有機繊締物質からも作られると膏 う事

を考えるべきである.

120,1 結合剤及びその他の添加物 〔文献13〕

結合剤としてはフェソ ール或はクレゾー,ル ･フ嘉ルムアルデヒ下を基体とt<た合

成樹脂が用いられる.此等の合成樹脂は7ルか7)音容液中で殆ど繊維に附著しそして

酸或は塩 (水素イオン濃度の変化)によって解離される.結合剤使用の目的は次の

様である･即ち繊維の合着性 (Zusa7Tlmenhalt)は繊稚それ白身のもつれ並びに

木繊維部分の粘着性に依 り相当保持されてい草が, それを更に改善して機械的強度

を高めようとするのである∴又此等を含有せしめる事によって耐水,耐湿性が改良

せられ,更にパテフ'･1/ン,土塊 (Erdwachs),亦場合によっては聴音物質 (bitu一

m'in6SenStoffen)･5 '(大佐の場合は1-2孝迄)の添加により耐水,耐湿性は

本質的に改善せられるのである.此等を添加しない時は一般に十分な耐湿,耐水性･

が保持せられない.

此P物質の添加は繊維が浮遊状態の時に行われ板成型後の表面処理の持たなされ

る事は稀である.然し他の添加物,'例えば表面硬化のため用いられる乾性油の様な

ものは度々後で附加せられるのである. (例えば高温度で硬化せしめられる超硬質

板では)･軟質板の場合には結合科として種々の樹脂 (Harzleim)が用ylられ,守

性ソーダ,明穿,硫酸禁土等の添力かこよ-り繊維に固定される.樹脂の代 りに度々樹

脂分のない厚着剤 (Ldime)例えばアスフ.7JL･ト(Montanwachs)或はアスファ

ル7t乳濁液 (Bitumenemulsipn)を基体としたものが用いられる.大抵の場合に

水硝子 (約2%)は繊練板の保持性(Griffigkeit)を改良するために添加せられる.

DIN.4Q76では軟質綬及び安寧琴に関する1943年の会合に於いて結合剤含有量を12
ノ
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%迄とし12%以上の場合を木繊維固着板 (Holzfaser二Leimplatten)と規定した.

庶し此の限界には問題埠あるが合成樹指含有量12%迄は敬愛板の剛性(弾性係数)及

び静的張度は結合剤含有量に略比例して増加するが,12%攻上の場合には此等の性

質は改良されたいか或いは却って減少を来す.結合剤含有量が約8%の時に衝撃破

壊年寄(Bruchschla琴arbeit)及び曲げ振動強度(Biegeschwingungsfestigkeit)

はその最高値を示した.∫(第3囲) ･

l ､ ･ ､

.第'3囲 硬質繊維枚の機械的強度と結合剤含有量車の関係

(A種とB瞳との平均値)

ObB-曲げ強皮,触 -圧縮強度,.qzB-引張強皮,

67,Sch-正引張変動張定,obw-曲げ繰返変動強度.,.
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結 合 剤 含 有 量

上述の結合剤以外に繊維板に耐朽性,耐喰性,及び耐火性を与えるために他の物
■

質が加えら.れる･特別に軽 く～,両も固い歯性のある木織稚板は泡捧剤 (Schaum-

mitteln)の添加によって 得 られ畠.その場食水中に浮遊せる繊維物質は発泡剤

(S.ch a u m bil_dner)によって置きかえられ 出来準泡韓剤添加の繊維線 (Faser･
1-
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sto路Schaumplattep)の容積重は最も軽い軽軟材 (Balsaholz,Fromm衰ede

Hollande)よ叛も造かに低い.'其の外部の面は特TR=良質の単板,原紙,或は軽金

属板を用いて降着して,特に圧縮強度及び挫屈強度の強い構造の板を作るの匹適し●

ている.､泡沫剤添加の繊維板を芯板 (Faserstoffschaum-Mittellagen) として

使うと耐圧強襲は大きくて,長柱比の大きな場合でも挫屈強度は圧縮強度の60%或

は其れ以上にも達する･ 一

121･一製 作

繊終板の製作過程は本質的に次の3つに.区分される.

即ち (1) 繊維の解離 (Zerfaserung)

(2) 成型 -(Plattenbildung)

(3) 加圧,乾曝及び乾枯 (PreBsung,TrdcknungundKlimatisierung)

此等の3.つの過程が技術的に結合されて個々の方法をな-している･以上の3過程の

特徴を簡単に述べると攻の如くである･ ,

121,0 繊維の解離 (Zerfaserung)

繊維板製造工場に供給されるパルプ用材が1mの長さのものでない時は,振 り下

げ鋸 (Pendelsagen)を用V,て,その革さに調製し,太い材は大抵小害TIDする･特

に叉淡色の野蛮板を作る場合は用材の皮を剥ぎ取る..解離が (たとい大きな木片で

ち)粉砕機 (Miihlen),慕解磯 (Defibratoren)或は同様な機械で行なわれる場

令,或は材頑を予備蒸解する場合転封木 (Scheitern)棒叩き (Priigeln),木摺

(Latten),拡張 (Spreiβelil),外皮 (Schwarten)等に依って繊維材料工場の場

合と同様に草通の回転斧 (Hackrotor)でチップが作られる･チップは適当に選別

され,選別されたものは大抵打撃粉砕機 (Schlagkreuzmiihlen)にみちびかれる.

之等のチップの運搬は基気吸入或は圧縮茎気を用いるか叉は掻き寄せ券 (Kratz-

ban'der),バケット運搬辞 (Becherふerke)等･D如き機軸 勺な手段で行われる.
† 1

121,00 Schleifverfahren(す りつぶし法)
∫

特別な場合には板輿作用の繊継はす りつぶし (Schleifen)に.より作られる.此

の場合隼 は比較的高価な パル プ用秘め年が用いられ 之 等 は冷問す りつ ぶ し

(Kaltschliff)匹よ■り行なわれる.紙研磨工場 (Papierschleifereien)の粗材
～
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(Grobstoff)が補足材料として役立つ∴木材す りつぶしは唯,軟質板にのケ用い

られる. ＼●
121,01 Defibrator･寸erfihren(蒸解法)'⊂文献1コ

8γ12気圧の加圧及び 1600-1800Cの湿潤加熱に於て木材中の接合物質 (Kitt-

stoff)は軟化され,その結果両軍磐 (Mahlscheibe占)の間で繊維は殆A!ど損傷

されずに分離されるl･蒸解装置 (Defibrator)は給水装置 (ビスナン或はスパイラ

ルコンベヤを持つ),予熱装皆,鋼鉄製精砕機 (Stahlscheiben･Raffineur)及び

サイクロ./を有する排裡装置からなっている･精砕機 (Raffineur)は垂直に相対

する二つのPP解磐 (一つは固定し,他の-bほ回転している)を有し,此のFP解盤 _
ヽ

は予僚解離のた吟の円部の溝と解癖のための外部の溝を持っている.蒸解によって

琴に十争良い性質を有しているが,侍大抵抄紙機で更に叩解されるのである･
I

(解離不十分た場合には遠別された粗物質も処理の際の仝物質をよ り良 く解離す

るために行ったと同様に後期PP解が是非必要である).

121,02 Masonite･Verfahreh(･マソナイト法)〔宰献6こ9〕

鋼鉄製のシ.)ンダ- (蒸気躍)円で約 90kgのコッパ (Hackspane)を20rT25

気圧の蒸気にて40秒鹿処理する.1此の際凝縮水は特別な装置に依 り除去される･.つ ･

づいて2-3秒間で蒸気圧を70気圧迄上げ5秒間,此の圧力に保つ七 ,t下部の弁を

突然開き蒸気を爆発的に放出せしめるとチップは長い繊維状に裂け下方にある二つ

の隙間を通 り一つのサイクロン中にはき出される.

12-1,03 B̀阜ffar:Verfahren(ピッファ法)･亡文献2〕

細切された木材は5.⊥6気圧の蒸気加圧下で数時間,熱化学的予備処理■(苛性ソ

-･ダで煮沸)を受け,妾れからピッフテー粉砕盤 (Biffarmiihle)中で水を迫卸さ

れて尭ず羽紋亭により石臼 (Steinring)で圧潰せられる.此の結果紙推材料は予
/

備的に粉砕され そFLから石臼の間際で完全に解離される･

121,04 Desintegratlor･豆etfahren(粉砕法)

非常に硬い建素鋼板で作られた2個の叩解板 (Schlagnasenscheiberi)は其の
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距離が約 0,1mm の精度で調節出来,1000-2000r.p.m.で序対方向に回転して

いる･機械は2つづ i或は3つづ i重な り合っている･PP解の際甲加熱により作ら

れる蒸気の爆発作用並び虹其の下部にある排出口での摩擦によって解離は助長せら

れる･.そして粥状の繊維は与の排出口を通って下方にあえ粉砕機(Desintegra偽r)

或は滴由に達する.
ヽ

1
121,05 Kochd孟mpfverfahren(煮沸法)
●

チップは回転している球状釜の卓で90-950Cのアルカリ或は酸に浸潤せられる.･

過剰の浸潤醇液は再び放出され,其の含有物は 1,r5-2時間,1L35-145OCで蒸煮

される.此の処理によ.り非常に喜馴ヒせしめられたチップは精砕磯 (Raffineur)中

でPP解選別せられる.

121,1 板成型 (Blattbildung)

解離襲撃から出て来た 1-2% の乾燥物質を含む浮遊状態の繊維は先ず平面飾

(Plansichter) にかけられる. この館は繊維の大V,さを正しく保ち且一様に分布

する様にする役月をなす･一様に混合され 且濃縮された粥状の繊維に厚着物質が

乳濁状態で添加され繊終に吸着,結合される.個々の繊維及び繊維束は降着剤の非

常に薄い厚により出来るだけ広 く萩はれねばならぬ. それから粥状の繊維は再び乾

燥物質1-2%の含有量に稀釈せられて,板の成型が行なわれる.板成型には2つ

の方法がある.即ち長い或は円い飾機械で繊維の就戟●(Faserteppich)を作る方

法と成型或は鋳型機械 (Form･bzw.Gieβmaschinen)で成型する方法である.

121,10 Fibroplast･Verfahren(フィプロプラスト法)

此の方法吟 121,01でのべた繊維蒸解法に依 り解離を行った場合に用いられる.

板の成型は主として枠隼毛をつけた衰形の飾機械で横方向に揺動している垂直に取

付けられたェンドレスのゴムベルトにより行われる.此は円形の飾機械 (Rundsi-

ebmaschine)の補助の役目をするものである.此の円形飾機械は浮遊状態の繊維

が OJ.5気圧で密閉されて変り,その槽の中に円筒形の節が装置されている.

121,ll Gーieβ･Verfahren(鏡込法)
~ (註3)

ICtg･法 (新らしくは Ctc･法)に於ては煮沸法に依って得られた粥状の繊維を鏡
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型機械 (Gieβmaschine)の成型枠内に導き (予備成型圧縮);そして,その場合

大部分畳の水分季節ゐ底部より吸い取られる･丁度良く合った水産作動の圧搾板を

用いて繊維板は軽 く加圧される.,そして圧搾板を上昇せしめると共に,その時下部

に生じた虞茎によって粗繊終板を引きつけて取出しそれから此の粗繊維板は次のよ

り高圧の圧搾,所謂虞基一格子加圧 (VakuJm-Rostpresse)にかけられる.かく

､して冷間成形された板は此の加圧に依って脱水され,更に波圧並びに加熱匡蹄の作

用竜顔型される･吹広板は重畳圧搾を行う前に処理装置にかけられや･層 々の厚さ

例えば40mm或はそれ以上の等方性木材 (Horhogenholz)の製造も此の鋳型機械

でたされる.同様にして Mahlholz(TroisdbrfのダイナマイトA･G所謂 Troh0-

gruppeの材料も之姓に数えられるの東が)も此の盛込法により成型される.
メ

(註3) Ctg;Chemisch-technisch宇Gesell'schaftの略

' Ctc;Chemo･teclmO-Campanyの賂･

121,12 Fahrni･Verfahren(フナルニ法)

究ず繊維の拭鮭が吸収房 (Saugzelle) を有す､る申茎円鏡で作られる･板の厚さ

を正確にならすには円筒上に配列されたコ'.2(Walze)隼よって行なわれる.そし

てそのコロは過剰の水分の一部をも圧出する.次に長形席上の繊維板は圧延コtZの

後部にある記録部分 (Regi等terpartie)･にうつる.そ̀の場合,円鏡餅と圧延コtlと

の間で同時に水圧で作動する圧搾辞に･より更に脱水さ･れる･斯様に送らて-Y,る間に

繊維板から圧出された水分は低圧下に於て吸収装置として作られた圧搾界の台座の

下部を通じて承 り出され,ち. 白動的運転を行 う場合には加圧されない部分が生ずる

と言う事に注意しなければならない.

121,2 乾燥,圧締,乾枯'(Klimatisiqrung)

上述の方法で作られた繊繊 耗は約3O-40% (例えば Fibroplast法では)或い

は約50% (Ctc巷 では)の乾療物質を含有する.此の段階では酸質板と硬質板と'の
/･

間には外観的な相異はない･更に処理が進むと! 吟じめて両者に,相違が表はれる･

そして軟質板は非常に長い1方向にのみ進行する乾燥器或は短V,階段的乾燥器中で

加圧される事なしK.所要の倉林率迄乾轡される･一方硬質板は加熱水圧機 (主とし

24
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て20段よりなる)に依 り圧力 30T59kg/cm-1､(此の圧力は半家質板とし七は精々少

いが),温度 160OC琴の或る温度で一様に圧締されると同時隼殆ど乾燥されて作ら

れ苧･Lそして其の後の加工と反 り防止のた妙に適当粧枯して法正含水率にもたE?普

ねばならない. (此の反 りは例えば圧力除去後,直ちに堆積放置すると董卓の湿気

が周辺にの年吸収されて生ずるものである).

特にス--デン隼於て着るしい成果を上げている最も新しい発展は成型加圧硬質

板の枯Lを行う前に加熱董卓で特別な熱気調節によ?て160OC迄の温度で1-6時

間処理する事であ草.庇の結果,機械的強度は10-25%改良される.適当た規整例

えば激しい茎気の流動等により此わ進行*.の収縮は防止される.孜材の高温乾煉の

際にすでに認められ且用いられている膨潤防止0,方法が上述の方法と共に用いられ

ている.

(訳者註) 以上本文説明の如く繊維板は大別して多孔質板 (hochpor6sePlatten),軟質板

L(Dammplatten),硬質牧 (Ha=rtplatten)の3種に区分し得るが,その製造過程

を図解して詮明すると附図1の如くである･ (附図1)(Ho12forschung4Bar)d

ノ1949.Heftl.;E.M6tath:DieHolzfas占rplatteによる)
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第 2和 木鞭牡板ゐ性質及びその親臨

20概 説

木繊維板は大体,木材から作ら･il･ているのでその性質は木材の性質と非常に良く/

似てい.a･両者の容積重が等しい場合には其の機械的性質は一般に繊維に平行な木

材のそれよりも造かに小である.繊維板め利点底板表面での各方向に於げろ強度及

び膨潤が実用的には略々同一であると見徹し得る事であって, その相異は高々10%

に過ぎない.倍繊維板の被加工性 (Verarbeitbarkeit) は木材と良く似ている.

硬質板は穴明け,鋸挽き,釘付け,謬着,.糊着,牢延 (streichen),裂開等の加工
が出来る.硬質板は叉良き可換性を有している.ボル下総合の強度 (Schraubver-

bindung)は木材の場合よりも低∨､.

軟質板は結合剤含有量が12%迄である･又結合剤のたい例えばトロナ∵)I,(Tro-

nal)の如きものも作られる.厚さは6mmから大体40mm迄であるが普通は13mm

-(喜､､)である.多孔質の木繊確軟質板は厚さ.6mmの場合には面積重 (Fl孟cbenge-

wicht)は 1.4kg/血 2迄,厚さ30mmの場合は 6.9kg/m2 迄,孔質木繊維軟質板で

は厚さ6mnTの場合は 1･4kg/m2から2.4kg/m2迄,30mmの場合は6,9kg/m2か

ら12kg/m2迄である.

表面加工を行なわないと軟質板の張度は低い. その価値は面積重が低い場合の絶

縁性の高い事にある. 引張強度の大なる材料,例えば単板或はクデフト紙等の芯板

(Fiillplatten)としての使用は有望である.温度 20OC, 関係由慶65%の大気床件

における軟質板の平衡含水率は7-'8%である.

木繊維厚着板の群に属する嘩繊維板 (Leichtplatten)め結合剤含有量は12%以

上である.それ故に軟質板に此して吸湿性 (含水率3-5%の場合に普通の湿気を
t

有する峯気と平衡する) と吸水性が小さいと云う利点がある.容積重が同じで結合

剤が全然ない或は重い板に放して静的強度は幾分高 く,圧縮性(Zusammendriick-

barkeif)は僅少である.

硬質木繊維板は厚さ2.5-8mmに作られる.厚さ2.5mmの板は最小2.1kg/m2,

厚さ8mmの板は最小 6･,8kg/m2?面積重を有する･板の容積重が大きい程,その
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機械的性質は良い･第4図は弾性係数と容積壷との関係,第.5図は引張強度と容鎮

まとの関係,第禦 曲毎 度誓 鮎 との関係を干し草ものである･

第4囲 硬質木繊維板の容積重と弾性係数との関係

凹

慮

壁

蛍

敦

+0響う53025-8 0q} O.o oE=~̀○■. 6q-J,7700'iI

%○ ･〇〇〇tloel .●● -●●● E=∫ 6-2200b

.r.i射 ..専 甲湖7 ,i

容 積 重 r｡

第5図 硬質木繊維板の容積享と引張強度との関係
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I
第6図 硬質木繊維板の容積重と曲げ強度との関係
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衝撃破壊仕事のみ容積重の増 加 と共に 僅かに減 少す るが其の関係は殆ど明瞭では

た∨､.

結合剤のない硬質繊維板例 えば ツェファジッ ト(Zefasit)i71ロナ-ル(Tronal)

の如きものもある. 叩解度 (Mahlgrad) を高 める事, 及び板成型後の熱処蛭に

ょoて例えば-ト●ロナ--ル (Tronal)の場合には結合剤がた しでも良い性質が得られ
J

る. /

･硬質木繊維謬着板 (harte Holzfaser-Leimplatten) は木繊維硬質板 (由olz-

faser-Hartplatten) よ りも厚いもの,例えば厚さ 10mm の如きものも作られる･

第1表は最も重要な種々の繊維板の基礎的性質に就いての一覧表である･
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第 1表 各 種 木 繊 ` 維 坂

令

(1) 製造方向に沿い,板両に平行

(2)製造方向に直角,仮面に平行

(3) 板両に直角
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の 強 度 性 質

軽木繊維軟質板(結

合剤含有量32%の

Hdrrpgenholz)

硬質木掛鮭板 (結合

剤含有量約20/a)
硬質 Tronal板

硬質木鮮紅謬看板 (結

合剤含有量20-250/a)

170.-200.-230 850-950-ー105OL 900-1350 900⊥1000-‖oモ)

2.5.-3.5-′4.5 t■6.5-7▲5ノー8.5 6.0.-10..0 2.0-古.0-4こ5

12ノー18～.24 140.-250-′330. 180一一520 330--410.-470＼ー

15⊥2苔～33. 200-300-380. 150.-560 380-490J-640

230一-240-250 1550-2200
16.-20.-26∠′ 90-810. L;450-530-540
17.-22-31 ㌔ _230-230-240 150.-830 450一一550.-600

1.7.-2.2.-2.9

30-35-45 28Ci～410J～540 ●230.-950 640一一810-960

.25-吉0-45 330一一450～550 270.-980＼ 730-8如～910

2900-3900-4700 25000-34000-40000 25000.-75000 75000.-95000.-110000
2800-3800-5100 29000-37000-43000 ･3CX)00-85000 _75000-100000-125000

0.7.-0.8.-1.0 .9.5一一日.5.-15.0 ･.4.0一一16.5 6.5一す8.0-9.0

0.6′-0.8-′1.0 ～ll.0-l3.0-17.5 5.0-16..0. 7.0′-8.0′ー9.5

∝I.-90 150.-180
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繊維板の重要な性質についての試験は _DIN52350′′紋練板及び飽層板 (Spanpl-

atten) の試験法〟 に依って行なわれている.此の試験規格はスェ-デ ンに於ける

繊維板試験についての関係者と常に連絡をとって1943年痕乙で作られたものゼぁる.

現在一つの新しい読みがなされている. 〔文献15,19,20,21,23,′26〕綜合試験

に対しては3つの異る板或は板の切片から試験片を取るべきである..1枚の板全部

を使用する場合には少くとも縁から,15cm 離れて試験片を取るべきであり叉1つ

の板から多数の試験片を取る場合には隣接して連続的に取る事は適当でたい.すべ

て機械的性質の試験前には試験片妄 20士2OC,関係湿度 65士5%で略々平衡状態

に連する逸置かぬばならない.放置期間は孔質及び多孔質板の場合は48時間,他の

薇の場合はすべて120博聞とすべきである. ●

21 物 理 的 性 質

210 容積重 (Rohwichte),面積書 (Flachengewicht).

厚み公差 (Dickentoleranzen)

寸法及び重量はすべて1辺 15cmlP5ケの正方形試験片の平均値を以て定めた.

軟質板の厚さは●ノギス或は同様な測 定器を用い 0･1mm 迄精確に.tLFJl定し他の繊維板

はマイクロメp-=ク-或はダイヤルゲ-ヂを用いて0.01mm迄精確に測定した.ダイ

ヤ)i:ゲ-ヂの測定面は直径約 15mm の円形で平滑に研磨されるべきである.

含水率uの場合の厚さ huは端辺より■2.5cm の距離に各々1辺に平行に引いた線

の交点の4ヶ所也於ける測定値の平均を以て決定した. 1辺の長さ b｡,lu はノギ

スを用い精度 0･1､TPm で測定した･亦試験片は 0･lgrの精度で秤量,その面積は2

辺の長さかき(Fu-bulu〔m2〕),その容稜は面積と厚さから(Vu-Fdhn〔m3〕),

叉容積重･rは重量と容積から(ru-Gu/Vu〔kg/m.3〕.(r.-Gd/Vd〔kg/m3〕),

夫々計算して求やた･面積重 (Fl孟chen等eWicht)は fu-Gu/Fu〔kg/m2〕)より

求めた. (添字 uは与えられた含水率uの状態を,dは絶乾状態を示す) .

容積重は 5kg/m3,面積垂は 0.1kg/m2に括約した.板の実際的な要東に対して

勘 容積重 ruは重要である･容積重 roは其の時の含水量の影響に無由係で板の

組成及び密度に依ってのみ変わる.即ち単位容穏中ゐ実質量及び索材の種類による
,

32



川 … r･T'"… '" T"'……■■r.T'rn'日日Mm=一日."I..川棚‖一日…日."."'W日日-'T"州".1'日日"T"..…""!"..rm"J,第 2号･昭和261…日日日日-日

のである.然し板は絶乾の場合の庫さには決して戻らないから前以て膨潤しない様

にすべきである.許容厚み公差は未だ規格が設けられてV,な示.然しその上限は約･

±10%に取るべきであろう.

211･含水率 (Feuchtigkeit),.及び平衡含水率 (Fetichtegleichgewicht)

絶乾重量に野する試験片の含水率は外気温度 .lo主o±20Cの絶乾法で決定した.

含水率 u-
Gu-Gd
Gd ･100〔%コ

(Gu二;絶乾前の重量,Gd;絶乾後の重量)

含水率は板a}他ゐ実験結果を与える場合には常に示すべきであ去.平衡含水率とは

周囲の蒸気中に於ける蒸気分圧と其甲物体の含水率との間の一定ゐ関係である･第

7図は種々の繊維板の温度 200Cに於け･.Z,吸痩等温線 (hygroskopischeIsothe-

rmen)を示したものである.

第 7 図
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硬質木繊維板及び硬質木繊維厚着板の過度/200Cの吸湿等温線

1.飽和試醜片の晩況 (Desorption)

2･経費試験片,の吸湿 (Ads_orption)
3･気乾試験片の吸漫及び脱湿

等温線は3つの曲線に分岐する･吸湿曲線は発ず絶乾にした試片を嘩 々なる関係湿

度の湿潤容器墾こ入れて平衡状態迄もたらして求めた.,･脱湿曲線は発ず就険片を水
＼
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面上に置き,而かる後,種々たる関係湿変の容界中に入れて平衡状態迄,もたらし

て求めた･次に第3ゐ■曲線は与えられた初期含水率 (嚢作及び枯し (Klimatisier-

ung),の後に板が示す含水率)より始めて試験片のあるものを吸湿せしめ,他のあ

るものを脱湿せしめて求めた.

曲線は木材のそれと非常に良く･#似してレる. 然し平衡点 (Gleichgewichts-

punkt)は無処理?木材に比較して低湿度の範囲七は全く異る.此れは結合剤を合

有する繊維板の勝れた性質の1つである.

平衡含水率は結合由の含有量に依 り左右される.療8図は硬質木繊鮮板と硬質木

繊維謬貴校 (結合剤合有塞12%以上)に対する結合剤含有量と吸湿あ際の平衡含水

率との関係を示したものである.
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第8囲 硬質木繊維板と

硬質木繊維固着板 (蕗

合剤含有量12%以上)

に対■する結合剤含有量

と温度 20'ocに於ける

吸湿の際の弔衡含水率

との関係 `

即ち関係湿度が低vl時は含脂量による差異は殆んど認められないが関係湿度の高い
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時は合指量によ声差異は大となる･I

.212 吸漏及び汲水 (Wasseranfilahmeiib･erundin′Wassel･)

吸水吸湿試験は DIN52350の新しい案によって,すべて1辺15cmの3ケの正

方形試験片を用いて行づ元.そして卒均値は絶乾重量に称する%で示した,･而して

吸湿試験は密閉した湿潤容辞中に於て,温度 25±2OCで,水面より5cmの高さで

水平に置いて,或は同温度で関係湿度 97±3%･D外気偉件 (klimaschrank)にて

行った.水中 (温度 25±2OC).での吸水の測定に対しては周迫を保護する事たし

に試験片を水面下約･5cmの硝子格子の上に置き,浮び上らない様に#'りをの･%て

保持した.過剰に表面に附着した水分は試験片を水中から取出した後,.吸取紙を用

いて拭い去った.,此の場合,試験片を振って水を切る事は適当でない･

吸湿,吸水測定時間は開始 2時蘭後,硬質板の場合は更に22時間後 (計24時間

後)に測定した.叉必要に応じ重畳及び厚さの変化は6時間,2日,3日, 5日,

110日,28日後に測定し,吸水量と産みの膨潤量を時間の函数として示した.吸水率

uxは秤量に依 り0.1gr迄精密1,-L測定し絶乾重量の%で示した.

即ち Gux-Gdux= Gd ･100〔%〕

前述の如く吸湿量は結合剤含有量に影響される.

1
CQt
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意

第 9 図
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吸湿にをける硬質木繊維板及び硬質木繊維陸着板の吸水量と結合剤

含有量との関係
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木繊維は飽湿峯気から水分を飽和する迄吸収する･結合剤を含有.したい繊維板の

飽和点 (S孟ttigungspun*t)は木材の繊維飽和点 (Fasersattigu毎spu坤t)に

相当して.いる･革合印は大抵吸湿性ではなy､,従って板の結合剤含有量が大なれば

:大なる程,飽和含水率 (Sattigungsfe凸chtigkeit)は低.くなる.

水中に繊終板を置いた場合,水分は孔陣中-毛管作用により浸入する∴ 故に孔隙

量 (Por占nvolu.men)が大なれば大な･る程吸水量は天となる･結合剤を含有した小

板甲吸水量と結合剤を合有す'Z'板のそれとの間には本質的離 日異はない.結合剤及

び防水性を持たせる為の浸潤物質は只,吸水を遅らせる効果だけL/かたい._.

213膨 ､廟 (Quell血g)

水面上並びに水中に放ける厚みの膨潤･(Dicken9ueilung)は吸湿,吸水に於け

る吸水量の測定に於いて用いたと同様の試験片を用心て決定した･厚みの変化は縁

から 芦.5cm の距離にある試験片の各辺に平行に引いた線の交点の4ヶ所に於げろ

測定の平均値を以って示した.
/

厚みの膨潤は

h,Ⅹ-hd
αⅩ=

hd
･100〔%〕

hl.X;各測定時の含水率に於けち厚み

hd;絶乾試片?厚み,

木繊維板の厚み搾一旦,.膨潤すれば完全には復元しない.板製作の場合に加圧に

樵.り多少平に圧潰された紙座は軌 間の場合,繊維膜'(Faserwande)の原繊維構造●

(Fibrillenstruktur)に起因して, その本来の円形構造に膨脹するそして其ゐ後

乾燥してもそのまiである･同時間後に於ける厚み.の野潤は,結合剤を含有する板

勘 時合剤を含有しない板のそれよりも少い.第2表は種々なる放練板の厚みの彪

潤と吸水量の一覧表である. ■

繊維板の加工に於て木切な要素である板面 (長さ方向)に於ける蝉潤の試験は:ド

イツでは倍,今日迄規格が設けられていなかった. その原因は一般に膨潤量が比較
/∫

的小さく(1孝以下)-且その測 定が一般に困難なる串めである,F･FRIPDRICH 〔文

献18〕ほ膨潤量測定に対して2個の顕微鏡からなる装置を用いた.彼は膨潤の最終
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第2表 各種木繊維板の吸水,吸湿及豆厚みの膨潤 (%)

膨 潤
木 ~紙 雄

軟 質 坂 ∫

Tr(inal

L200及びN

経木蔚維隊着坂
(Hom0-
genl1012:)

硬質木掛雄
豚着板
(Homo_
ger)hot2:)

吸 .漫 r1日豪 ll.0.-16.6 10.0-.14.2 Ilo.9 6.3.-9.5 2_6.-5.7 1.7.-2.7
28日枝 26.ト}33.8 23.6-.28.7 17.5t9.9-22.316二3-20..110.1.-12.5

吸 水 1日後 38.7～63.9 32.8.-77.7 38..414.4⊥24.9.6_8-28.4ll.0-′29.9
28日径.236J4.-305.6213.4.-421.0 383.554_5ノー87.333.2-64.0.32.7.-46.1

吸湿に於ける厚みの膨蘭 1日後 3.巨 6.3 3.7.--5.9 2.8 3.2.16｣4 1_0一一2.3 1.0-2;4T28日後1 10.6.-16.1 8.7.-12.6 4.818.8.--21.813_4-19.3 9.7.一一14.3

吸水に於ける厚みの.膨潤 ㌔1日後 8.6.-14.4 7J..0-10.8 3.9 9.2′一一16.8 5.6.-ユ5.0 6.8.-14.9

倍に到る迄, 試̀験をつ ゞける事を提言したが,■之れ に対 し米 国の Bure叩 Of･

standards は試験片妄30%の関係湿度円で3日間･前以って枯IL,･その後,水蒸
気で飽和された大気中で3日間膨潤せしめ,その際の長さの変化量は全長の0.7%を

超えてはならないと規定している‥

I

214保温性 (Warmeschu.tztethnischeEigenschaften)i

多孔質の木繊維硬は主として,其の保温性が優秀なために構琴材料として用いら

れ.i,.比の保温性と言う点広関しては繊維板は他の多 くの構築材料を凌 駕 して い

-る.容積重の同じ材料と甚較する場合,'繊維板は勿論,優秀な絶縁材である.容積

重と木繊稚板の熱伝導率 (Warmeleitzahl)との関係を凝孔板 (Matt),コルク

板 (Korkpldtt),掘翼板 (Torfplatt), 不綿板 (Holzwolleplatt).のそれとを

第10図に焚いて比較して余した.

試験は一般に Poensgen装置で行った. 含水率を一定にすると熱伝導率の測定

結果:D分散は非常に小さ▲いので装置の点については等閑に附しても良い.容積重と

含水率の分布状態とが, 此に影響を及ぼすので含水率の鯵響は様々である. J.S.

CAMyIERER(文献14コは有嘩材料,繊准板及び飽層板 (比,lzspanplatt)に対す畠
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平均値として第 3表に示す如き数値を与えてい草･

第10囲 気乾状態に於ける鹿渡板(W畠rmeschutzpl.att)
､ 及び軽繊維板の熱伝導率と容積重との関係

(CAMMERER･による)

.

静
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但
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容 積 :蛋

第3表 種々なる容積重の有機材料に於ける含水率増加と

熱伝導率増加との関係

容積重 (絶乾)

(kg/mB)

含水率1%当りの乾燥
状態に於ける熱伝導率
の増加 (形)
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215音響牲 (SchalltechnischeEi.genschafte転)

軟質繊維板は弾性が商いから負租力(Tragfahigkeit)が充分ある場合には(そし

て此れは一般には充分あるが)防音た用いられるJ例えば.)ノ.)ゥ-A(Li去oleum)
ヽ

の下地 (Unterlage)として用いられる.勿論,此の目的に対しては薄い板 (6mm

以下)が問題とた'右1,何故なれば1)ノ1)ゥ～ムには此れ迄,亀裂及び裂け目が入る

危険があったからである.更に音響吸収 (Scballschluckung)のために軟質板の

使用は拡まった.第11図は種々なる密度,.:及び種々たる構造附加物としての繊維板

の音響吸収度 (Schailschluckgr早d)の関係を周波数の変数として示したものであ
●

ち.

第 11 図 も

/へ､ぜ I

‥■ ､､工 .＼

/ .ヽb-､ ･＼ ∴ I

-一■--■ー- Il

ー ● ､ヽ ＼ I

/28 256 5/2 /02f 20乍e i/j=

青 め 高 さ (周 波 数)

屡 々なる繊鰐板の音響吸頻度 (ZEIIERによる)

(a) 固い壁につけた厚さ 13mmの軟質板.

(b) 壁から 5cmの距離rT置いた厚さ 13mmの軟蜜坂
.(C) 壁から 5cmの距離に置いた厚さ 3mm の硬質板

.特別に軟い板並びに多孔質の板の場合に吟著るしく高い音響吸収値に達するが,

実際に於ては書々は繊維板の音響吸収を平均 20-30%と見倣している.W.Zell占r

〔文献27〕は防音に対する軟質繊維板p最も重要な使用額域として葬のものを挙げ

ている.音響効果を良くするために,大きな垂円で床及び壁の部分的備付,特に宝
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円部の構造が滑らかな単一面である場合,操音波例えば喧操なる磯城に防音性の装

備をなす時の円張 りに用V,ち.褒賞繊維板は共振吸音奉を構成するのに合板と共に

軍いる時は大変良い結果を密す.晋響D透過 (Schalldprchgang) を減少せしノめ

るために壁面に軟質板 (如何なる音響吸収物質でも同様モあるが)を柊る事は適当

でない･何故なれば壁の比重は著るしく変化するものではなく, その た め.防曹性

(Laftschlallisolation)_は実際的には同様であるからである.

'22 弾 性 (Elastizitat)

220 弾性係敦 (Elastizi.tatsmodul)
l

弾性係数は曲げ試験と関聯して決定するのが適当である･ そのために試敵の初め

に試験片の中央に於ける境みを0.01mm迄正確に測定し,各荷重に遷した時,遠に

読みとった･そり結果を荷重一挟み図(Belastungs-Durchbiegungs-Schaubild)

で表わし,且野性限外円にあえ荷重 P〔kg〕に対する挟み f〔cm〕を図から求めた.

弾性係数 Eは

E-品 〔kg/cm2]
L;スパン (支点間距離)---cm

b,;試験片の隔 ･･･ ･･-丁････ ･･････′Cm

h;試験片の厚み (試験片の

中央にて測定)-･-･--cm

第12図接撹み,畔性係数,曲げ強度の各値とスパンとの関係豪示したものである.

221-重 拍 性 (Zusamme云drlickbgrkeit)I

圧縮性は軟質板の場合には DIN 52350の新レ小輩秦に依 り1辺 15crrtの正方形

の試験片を用いて決定した∴圧縮量は2つの相対する辺隼於て少な くとも 17×17

〔cm乞〕の平滑な鋼鉄板の間にはさみ,加圧力が 3kg/cm2になる迄一様に荷重を増

加せしめつ 16･1mm迄精確に測定した･荷重速度は100kg/minとすべきであるニ

ー最大の短縮畳は最高荷重をもたらした後, 1分経過後読んだ.最高荷重の場合の圧

縮性は始めの厚さに対･する圧縮畳の%で義隆しその平均値で示すべきである.本実

験を完全にす るに は荷重増加及び除去の場合の圧縮図 (Zusammendrilckungs･

schaubil_d)即ち第13図を画 く事が必要セある.
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23強 度 性 質 (Festigke'itseigens'ch.aften)

230塵縮輝度 (DrBckfestigkeit)

圧縮強度ゐ試験法は未だ規格が設けられていない.癒し試験を行う場合には試験

片の大小さは一般に木材の試験としての下イツ或は7.ランスの規格 (例えば2×2.

×3cm3の立方体)を適当に選ぶべきであ･る.それ故多くの場合は数枚の板を降着

して適当の大小さのものと_せねばならない.-板面に平行な圧縮強度と板面に直角な

圧縮強度との間には大きな相異が認められた.板面に平行虹圧縮した場合破嘘応力
●

は軟質板では繊維方向に平行な木材の圧縮強度よりも造かに′トであるが硬質板の場

合にはいくらか小さい程度である.板面に直角な応力の場合には軟質板に於ては破

壊を明示する最高荷重を由わさない.試験片は漸次,圧縮応力が上昇する場合は初

袷より略々･100kg/cm2迄は非常に強く変形するが,それ以後,圧縮垂 の増加は次

第に小さくなる.硬質板の板面に垂直な圧縮は,板面に平行な圧縮応力の場合の約■

8倍にも及ぶ大きな荷重に耐え得る.

圧縮強度 qdBは

gdB-意 〔kg/cm･2〕
P;破 壊 荷 重･･･-k岳

b;試験片の幅･-∫-Cm
h;試験片の厚さ (中央に於

いて測定)･･･-cmt>l.

231引 張 強 度 (Zugfestigkeit)

引張強度は DIN52350(194.3)の元の草案に依れば硬質及び陽藩校 (Hart･urid

Leimplatten)の場合に幅 5cm,長さ20cmの試験片で掴み部の長さ7cmのも

のについて行うべきであると定めている∴全ての試験片について5箇は板の長さの

方向に平行に,冬5箇はそれに直角に取って此め両者の平均値を示す事になってい

追.荷重は応力が多くとも 500kg/cm2/min b割合で一様に破壊迄上昇せしめた.

引張強慶 の B は

q-三吉 〔kg/cm2〕
P;破 壊 荷 重･･･-kg

b;試験片の幅･--cm

42



…=- 日日- 日日日日･･"･-,-I-="="･日.T日日日日日日"･"･,･･川日日日日=･""･t"‖W･"日日日日‖…- 第 2号･昭和26日Mr"."=-

h;試験片の厚み (中央にて

測定)･'･･--･･･cm

軟質板の場合も亦,引張強度が決定される.荷重をかけて.いる時に試験片が抜け

る事を防ぐためにフライス (Frasen)によ､つて嚢作せられた引張試験片を用いた.

之れは亦,降着板の場合にも推奨出来る.新ら.しくは Wiscons'inのMadisonに亡:ii

ぁる米国承産試験場に於ける綜合比較実験の結果に依ればすべて繊維板及び鈎廟友

に於七は掴み部のある試験片 (geSchuterte女hgprobe)を用うべきであるとして

V､る.
●

232 曲 げ 強 度 (Biegefestigkeit)

曲げ強度の瑚走に対しては DIN52350の新しい草案に依れば次の様にのべらill

ている. 曲げ試験は全て板の長さの方向に平行な5ケの試験片とそれに直角た方向

の5ケの試験片を用い,規定の大気煉件にて放置した後,試鮫を行うべきである.＼

必要ならば同数の試験片を湿潤状態に於いて⊥24時間水中に浸湊 をたした後すぐにC

一読験すべきである.

試験片時厚さ 6.mm 迄の板に於て転帽 50mm,それより厚い場合には幅 75fnmJ

吃,長さはどの場合も子パンに 50mm を加左た長さに取るべきであ る.スパ ン

I(stiitzweite)は24×'h_(,h;試験片の厚さ)の長さゼ少 くとも~100mmに由るべ
し

きである.試験片は平滑な面を上にして直径約 30mm の丸味のある支点の上に鷺

普,層径′30mm のコロ(Walze)により試験片の帽全部に亘って直線的に荷重牢

加えた.そして荷重は一様に破壊迄上昇せしめた.其の場合荷重の運慶は大凡,次

の様にした.

試験片の厚さ 送 り速度 (Vorschub)

6mrh迄-･･･････:-･--3m.m/min

6-13mm迄･･･---･:- ･-6mm/min
-13--19mm迄---･･････ ･･････9mm/min

19mm以上･'････････.･--･･･12mm/min

曲げ強度 qbB は
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qbB-纂 〔kg/C､m2〕
P;破壊荷重-･- -･kg

L;ス パ ン- ～--Cm

h;試験片の厚さ (試験片の中

央に七測定)･･･cm

実験の規格や,俵件が異なる時は∴異なった値を示す.

233一掃 り及び勢断 量産 (Verdreh･undScherfestigkeit)

木繊維板の携 り及び勢断強度の試験には未だ規格が設けられてV,ない･硬質板の
I

振 1()張度按此迄,木材に関するドイツの試験法 (DINDVM2190)を適用して断面

2×2tm2,長さ 40cm の試験片で決定した.(そのため多数の板を積暦降着した)

振 り強度は次式で計算される.

I1tB.-昔 〔kg,-,cmつ勺
Mt;探 りモーメント(Drehmoment)･･･cmko't,

S ;断面の辺の長さ--･･- ･-----cm

製造方向 (Arbeitsrichtung)に平行に試験片を取った場合にはでtB-59kgcm2,

製造方向に直角な場合には 65kg/cm2であった･純粋な勢断試験に戯ては我々が繊L

維方向に正確に平.行な努断試験を行った場合の木材についてのみ論ずる意味がある.

試験片を或る他の方向例えば繊維方向に直角に勢新する場合に一は,破壊応力は多少

とも附通して来畠引張或柱圧縮重力により,叉曲げ干-メント及び摩擦によって影

響される.
メ

繊維板の顛薪強度に於いては勢断面 (Scherflache)が板面 (Plattenebe'ne)

に平行な場合について,Dみ諭ずる意味がある.其の他の場合について論ずる事は困

難であるが,其LD結果は興味あるに違いない･木繊維板の努新野変は第4表に;此

れ迄行った3種の測定値を示したこ
1

1･単面努新試験 (Einschn.ittigerScherversuch)(Blo(垂scherversuch)読

験片は2ケの材面妄降着して作った. (第14図-末尾),努断面は嘩面に平行と

なる.

2. ボルトに依る勢断試験 (ScherversachnitBolzen)(第15囲a⊥末尾),勢断

面は板面に垂直な場合で, 大低は純勢新ではな くボルトが不規則に引き裂 く.
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(第15図b一末尾)破壊応力はボルトの大小さ, 及び試験片の1端からの距離に

影響される.

3.勢断装置による試験 (VersuchnitSchereisen)

角柱試験片の場合には板面に垂直に2面の勢断を起す (第16図 aT末尾),此

.の場合;繊維が引張 り応力を受ける事が避け得られたいのできれいな努断面を

生じない.(第16図 b一末尾),

234 硬 度 (Harte)

･繊碓板の硬度試験法は未だ規格が設けられていない.IF.KoLLMANN によればプ

1)ネル硬度試験 (Brinellh畠rtepriifung)による硬度は満足た倍を与えないとのべ

ている.〔文献21コ.K.FF:IEDRICHが提起し允方法も同様に梶本的な快点を持って

いる･〔文圃15〕,H･D･OTTO.は新しく′/軟さJJ(Weiche)と云う概念を導入した･

それは直径約 20mm で曲率半径を 1mm にした円形の平坦なスタンプを試験片に

押し込み,･その凹みの深さをロックウェル硬度試験機 (Rockwell-H畠rtepriifrha-

schine)を用いて 0,001mm 迄の精度にて読んだ･bのである.〔文献24〕

以上何れの方法にも妖点はあるが,それはさてをいて,板が多孔性且不等方性組
I'

′ 織であるた吟にその値の分布は非常yt大きいから,数多くの実験を行う時のみ,p始

めて良い結界が期待されるもの･'と考え'るべきである:

∫
235衝撃破壊仕事 (Bruchscb】agarbeit)

衝撃曲げ試験は DIN52350(1943)笹依れば厚さ 0.7cm 迄の板については長さ

12cm,幅 2cm,スパン 7cm で行うべきであ･る革を規定している.蕃試験片には

60cmkgの仕事量 (Arbeiten?rgie)を有する振子試験機 (Pendelhammer)を

用うれば十身である.叉厚い板の場合にはスパ.シは略々 12×h〔cm〕,試験片の長

さは 12×h+5〔cm〕にすべきである..必要に応じて大きな振子試験機を使用して

も艮示.常に5個の試験片は板の長さの方向と平行に, 5個は哀れに直角陀取 り両

者の平均値を以って示すべきである･振子は試験片ゐ平滑な面,或Ⅴ明 解V,目のあ
＼

る面の中央を打撃した･叉,支点(Apilager)及び-ンマ～の打要面の敷革 (Ham-

4.5
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第.4表 二 三 種 の 木 一輝 推

性 質 実 験 裳 ,置 単 位
板両に対する:

勢断面の方向

枚面に対する

応力の方向

専 断 強 度JFaB 単南勢断--強乾 ■/- kg/cm.2 日 lJ

専 断 張 度JraB 芸蒜 ト甜 鹿 kg/cm2 ⊥ El

容 積 宝 ro }kg/云3

含 水 率 u ∫ 形

-専 一断 過 度′raB 努断装置に依る勢断雛 等箪 --.r~嘩 kg/cm2 -i⊥ ll⊥

kg/rri3容 技 量 .ro

′′ i

(1) 製造方向は長飾機械に依 り動作された硬質木繊維坂の場合のみ明らかに決定出来る-

4b
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枚 の 勢 断 強 ･慶

製法方向に対

する関係
･lTronalL200

軽 木 繊 維 防 看 板

(Homogenholq)
硬 質 木 繊 維 板

1). 日⊥. '3.5.-4.0.-5二03;5-4.5-5.0/上 5～6.5～7ー0r 4.5-6.'0-7.5 31-37-42′31-36-39

ll⊥ 7.0.-10.0⊥12.5 ll.5-12.5-13.5 空17011中〔回 70a 10115 120 E25極,
5.5丁一9.0-13..0 8.5ノー10.5.-12.0

a-10mm a-lo拍mI

206 220 1000

? P 7 6 8

日 ●⊥ll 53-56.-58 35ノー45.-55 ･.350-J360-400350-370-390300-320-360

ノ⊥ 49.-56-.62 38ノー45,-5l l/ 310-340-360

215 190 loo°

他の場合は殊の方向を製造方向として採用した.
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merschneide)の丸み半径 (Ruridungshalbme.sser)を3hlmとLJt･'･衝撃曲

げ試験に際しては打撃-ン~ァ-(Hammerfinne)の双発や覇 験片の全幅上に一様

に率たる様に,その厚さを均等にすべきであさ.衝撃破壊仕事 aは次式に依 り与え

られる･ a-÷ 〔cmkk/cm2〕
A;振子の仕事量----･cmkg

F;bh

･b-試験 片 の幅--cm
h-試験片の厚さ (試験片の

中央にて測定)-cm

試験倹件が規格と一致したい場合には非常に異なる値を示す.(第17図)

I
･第 17 図

樽

型

蘭

留
謝

凝

/q7乃&/6/+ケ◆cm2..0 Vcm之 塵f=.∴ノ イO-

I l0I i lI-
0.. ■0 ｢ - .

0′⊥ Ff 断面碩 8-% 丈 .町苛の埠 年俸積こ_一一 lr. I雛nF ● ･0 -yv

■ ー ■ ■ ■■■ー■～一● ･.｢
0 8 /6 21- 32 紳

L･!h･一
㌔

硬質木観惟坂の衝撃破壊仕事量と支点距離 との関係 .

(各10ケの平均値を示し,そめ内,5ケは製造方向 .A
に平行,5ケはそれに直角に取ったものである.) ′

･24 動植物事に対する揮抗性

(widerstandge壷enpflanztiiche.undtierische･Sc'hadlinge〕

木材腐朽菌に対する木繊維板の耐朽性笹ついては,板を適当に且正Liく使用する1
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場合は,充分乾燥されるから,普通の腐朽菌に浸される事はない.殊に木材よりも′

平衡含水率が低いのでその危険は少ない..板の醸造上の担虜,及び構成上に妖点あ

る場合には外部より遊離水 (亦,凝縮水)の浸入が始 り,.板の含水率は非常に高 くL./

瓦やので糸状菌 (Schimmelbilz)及び木材分解菌 (Holzzerst6rendbnPilzen)/

の定位が可能となる. 此の場合には分解は進み特に軟質板の場合に庭急速に進行す

ち.〔文献17〕 B.ScHULZE･(文献25〕は Meruliusla.grimans,Poriay上砂orwia

及び Cbm'obhムracerebellaを試験菌として軟質板及び半硬衷板の分解試験を行っ

た･板の森解は事実上,板の粗材料甲分解に相応する.'重患及び強度の滅少は腐朽
i

の進行と共に進む.予め適当な燦件に於て繊維物質が特別に保護されていたいたら

ばやがて起る侵害の進行埠大体予言出来る･ K･FRIEDPICH 〔文献19〕は高湿慶の

状態に置かれている繊維板は木材分解菌 (赤色腐朽菌 〔Rotfaule〕にしても白色囲

朽菌 〔Weiβ紹ule〕にしても)によって強く浸害される轟を確めた.･組維板は種々

の菌に対して-様な耐朽性を有するものではない. i,Og/C血 3 以上の容積重を有すL

る繊維板は一般に木材よ.りも牽分,強く浸害される.耕状菌は湿気,飽和大気中で

は産んで繊維板に定位するが板を浸害したい.

動物の害に対する軟質板及び硬質板の埠抗性(Best畠ndigkeit)は同様にB/芦cHUL-

･zE 〔文献25〕により詳細に実験.gれた.実験動物としては AnobiulnLIunctaium,

DeGeer(Totenuhr),及び.Hausbockkafersの適当な幼虫を用いた.即ち板はI

Anobium,◆の幼虫占ミ生活するに対して限界のある可能を示した.板の容痕重は何等

影響を及ぼさない事が認められた,即ち容積重 1.02g/cm3 のマリナイ ト硬質板

(M左sonite･Hartplatte)も 0.29g/cmBの.軟質板も同程度に喰書きれるのである.
i

硬質板の白蟻による喰害も亦,認められている.〔栗献19〕,二三の国では白蟻の書

に対して強い,特に批素を基麻とした保護剤を含有する軟質板を褒作している.疏

し乍ら此の様な物質を使軍する場合には有害な枇素化合物 (ArsenverbihdBng)

で構成されるので重大なる考慮が必要である.

25'耐火性 (WiderstandgegenEntflamrrl.ung)

繊維板は勿論,繰 り返して言う如 く元来艶性のものであ.a･耐火剤 (Feuersc'h-

ut云甲ittel)を板製造前に繊維粥状 (Faserbrei)の時に与えるか,或は完成した
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板 に 浸 潤せしめる中, 叉 は 塗 布 す る 事 に よ り 耐 火 性 は 向 上 す る . (文 献 16〕,･ 燃 性

( B rehnbaikeit■) を測定 す る た め に 種 々 顕 る 方 法 が 提 案 さ れ て い る . 而 し て L

M ET Z 及び H.-SEEKAM P 〔文 献 22〕,. の 方 法 が 最 も 良 く 用 い ら れ て い る . そ の 方 法 ＼

注 30 × 75cm之の板を鉄 の 枠 中 に 垂 直 に 張 り , そ の 下 部 重 体 に 亘 っ て , 一 様 に ガ ズ

檀 (G asflamme) を与 え , そ し て 板 の 発 火 (E n tmi m 甲 u n g), 高 温 面 上 の 火 の

伝 達 (W eiterleitung), 燃 焼 速 度 (B re n n ge s坤 w in d igk e it) 及 び 反 対 面 に 於 け る
Lr~ゝ_.

温 度 の 変 化 (Te,mperatu rverla u f,), 熱 源 蔭 去 後 の 然 焼 (N a ch breln n en ) 及 び 発

火 .(N a chglim長en), 更 に 全 部 の 分 解 の 程 度 (G rad d er G e sa m tzerst6ru h g)

を 測 定 す るのである. 此 の 方 法 に よ る 試 験 に て は 激 し い 弱 火 情 (h eftige S tich fト

a m m e ) で (温度 7200C ) 無 処 理 の 硬 質 板 に て は 著 る し く 高 い 燃 焼 速 度 を 示 す 事 が

認 め ら れ た. 耐火剤を塗 布 し た 軟 質 坂 は 嚢 処 理 の そ klJ よ り も 燃 焼 速 度 は 倭 に 小 さ

V ,. 火 鳩 の除去後, 格は 直 ち に 沿 え る が 然 し 強 い 延 焼 が 認 め も れ た . 此 の 除 去 後 の

燃 焼 は 耐 火剤を浸潤せ し め 尭 軟 質 板 の 場 合 に も 認 め ら れ た . 然 し 頭 上 の 実 験 に 庸 い

た 実 験 材 料は個々の板 に ? い て 樹 種 ･ 孔 隊 量 , 板 の 厚 み ･表面の状態,板嚢造ゐ方

汰 ,､及 び 保護剤による処理等の関係につ小て侍十分に示していなかった･

(以-F第3部は次号)
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第 2 図

結合剤含有量60/Oの硬変繊

維板の組轍150倍拡九 切片

;板両に直角に砺った.

第 1 図

結合剤 (Bir】demittel)含有

量20%の硬膏繊維板 (Holz-

faser-Haltplatte)･の平滑面

15倍拡大

第 14 図
単両専断試験用の硬質禾観稚板試験片
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(a)

専断装甲に試験片を取付

けた図

(a)

勢断装置(Schervorrichtur'g)

に試験片を取付けた図

(b)芝破壊を生ぜしめた硬質木線維
板試験片一一

第15囲 ポ ル 7.に依る勢断試験

(ら) 破壊を生ぜしめた硬質木繊維

板試験片

(多くの暦を勝者したもの)

第16区仁勢新装儀による試験
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